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D滑走路の基本形状
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生産性向上の取り組み

２

再拡張事業工法評価選定会議

設計・施工一括発注方式の採用
（性能規定発注方式）

第３者委員会の設置

■コスト縮減検討委員会
受注者からのヒアリング等
入札前VE、契約後VE等への提言

■技術検討委員会
受注者からのヒアリング等
技術審査、新技術導入への提言

桟橋工法
埋立・桟橋組合せ工法
浮体工法

プレキャスト床版
の採用等



：PCa床版 31万m2

滑走路

誘導路
：UFC床版 20万m2 

着陸帯

滑走路端
安全区域

プレキャスト床版の適用の効果と範囲

３

ＰＣａ床版（Precast PC）

・プレキャストPC床版10,700枚
・PC床版の連結部に膨張コンクリートを現場打設
・鋼桁に結合された連続したPC床版を構築

■課題
・短工期
・膨大な施工数量
・海上作業
・空港の制限表面

UFC床版
(Ultra high strength Fiber reinforced Concrete)

・超高強度鋼繊維補強コンクリートによるプレキャスト床版6900枚
・PC床版の半分の重量

■生産性向上の成果
・工期短縮
・現場作業の効率化
・安全性向上
・コスト縮減
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・2方向にプレストレス力を導入
・床版厚320～400mm
・重量25ton
・コンクリートの圧縮強度50N/mm2

重ね継手 膨張コンクリート

PC床版

鋼桁（横桁）

PC床版

スタッド

ループ継手 膨張コンクリート

型枠材

PCa床版(プレキャストPC床版）の構造

４

■形状寸法 ■滑走路直角方向の接合部

■滑走路平行方向の接合部

PC床版 PC床版

113035 35

40035 35

滑走路平行方向

鋼桁（主桁）



鋼繊維

UFC（超高強度鋼繊維補強コンクリート）床版の構造

５

■ UFCの優れた特徴

11 高強度: 圧縮強度（180N/mm2)が普通コンクリートの4～8倍

22 高密度:透水性は普通コンクリートの10-6以下

33 高耐久性: 中性化と塩化物イオンの浸透性が普通コンクリートの
1/100以下



PCa床版の製造状況

ループ鉄筋継手

PCa床版の設置状況

重ね継手

PCa床版工

６

PCa床版製作サイクル

・Pca床版の製作サイクルは約１日
・日最大２４枚(６枚×４ライン)製作
・雨水混入による強度低下を回避する

ため上屋設備を設置



UFCの打設状況

UFC床版の設置状況

UFC床版工

７

UFC床版の製作サイクル

UFC床版製造工場

目地コンクリート
打設状況

・UFC床版の製作サイクルは約３日
・２０枚×２ラインにて製作
・雨水混入による強度低下を回避する

ため上屋設備を設置



PCa床版ならびにUFC床版向上及び運搬経路

８

ＰＣａ床版及びＵＦＣ床版
運搬経路（海上運搬）

PCa床版製造工場 PCa床版海上運搬状況図

PCa床版 台船から
桟橋上への荷揚状況

ＵＦＣ床版 台船に
よる海上運搬状況



９桟橋部の施工状況


